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研究成果の概要（和文）： 

総括班の役割は，各班の計画研究を支援し，調整・連携を図り，全体としての整合性を保

つことであった．とりわけ，本研究領域は実験手法を用いるため，総括班がコンピュータ

ープログラミングを含む実験研究の支援をした．全体計画の立案と統括を担うステアリン

グ・コミッティのもと，２人の特任研究員が，研究活動コーディネーションおよび教育・

広報活動コーディネーションを統括した．さらには様々なコンファレンスの支援をした． 

 
研究成果の概要（英文）： 

The role of the supporting unit was to support planned research of each research unit, 

to coordinate the units, and to keep the consistency of all units. In particular, the 

supporting unit helped computer programming of experiments of many units since the 

research project used experimental method. Under the steering committee that carried 

out the entire planning of the whole project, two project researchers supported 

research activity, summer school, and public relation coordination. Furthermore, the 

unit helped many conferences under the project.    
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19 年度 24900000 0 24900000 
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１．研究開始当初の背景 

領域の各班が被験者を用いる実験研究をす
るため，実験実施のためのコンピュータープ
ログラミングの支援の必要性があり，さらに
は，各班の研究を実施するためのサポート，
また各班間の調整・連携の必要があった． 

 

２．研究の目的 

総括班そのものは研究をするユニットでは
ないが，各班の研究目的に応じて様々な支援
を実施した． 

 

３．研究の方法 

コンピュータープログラミングの支援，サマ
ースクール開催の支援，様々な研究集会の支
援，コンファレンス開催，ホームページ作成
などの支援などを行った．  

 

４．研究成果 

総括班は研究そのものを実施するユニット

ではないものの，以下のようなサポートを行

った．また特定領域を総括する書籍を出版予

定である。 

 

（１）国際シンポジウム 

①“Experimental Social Sciences” First 

International Symposium  （ 2008/01/06 

-2008/01/08 大阪大学） 

② Symposium on Cultural Neuroscience 

（2008/05/24, 25 北海道大学） 

③「心理学と社会科学 -新しい関係に向けて」

日本学術会議 心理学・教育学 委員会「心理

学と社会科学」分科会主催，特定領域共催

（2008/09/06 お茶の水女子大学） 

④ Experimental Political Science 

（2009/10/09 東京大学） 

⑤ジョナサン・ムーニー講演 東京講演 

（2010/06/19 学術総合センター） 

 大阪講演１ （2010/06/20 大阪大学コン

ベンションセンター） 

 大阪講演２ （2010/06/20  大阪大学コン

ベンションセンター） 

⑥ 2013 Asia-Pacific Meeting of the 

Economic 

Science Association (ESA) （2013/2/16-18）

学術総合センター 

 

（２）実験社会科学カンファレンス 

①第 11回 実験社会科学カンファレンス 

（2007/10/27 早稲田大学） 

②第 12回 実験社会科学カンファレンス 

（2008/09/07 東京工業大学） 

③第 13回 実験社会科学カンファレンス 

（2009/09/01 神戸大学） 

④第 14回 実験社会科学カンファレンス  

⑤第 15回 実験社会科学カンファレンス 

（2011/12/28 早稲田大学） 

⑥第 16回実験社会科学カンファレンス

（2012/12/08-09  青山学院大学） 

⑦第 17回実験社会科学カンファレンス 

  (2013/12/22-23 高知工科大学） 

 

（３）ウィンター・サマースクール 

①実験社会科学 2007 サマースクール 

（2007/11/23-25 北海道大学） 

②実験社会科学 2008サマースクール 

（2008/09/08-10 早稲田大学） 

③実験社会科学 2009サマースクール 

（2009/08/29-31  大阪大学） 

④実験社会科学 2010サマースクール 

（2010/09/13-15 信州大学（講義）、16-17 

玉川大学（実習）） 

⑤実験社会科学ウィンタースクール 2011 

（2011/12/25-27 早稲田大学） 

 

（４）フォーラム 

神戸フォーラム  （2008/01/26 神戸商工会

議所（ポートアイランド） 

 

（５）全体会議 

①特定領域研究 22 年度報告会 

（2010/03/21-23 大阪大学） 

②特定領域総括シンポジウム（2013/01/28  

学術総合センター一橋講堂 中会議室１・２） 

 

（６）ワークショップ 

①2007年度第 1 回 総括班ワークショップ 

（2008/01/5 大阪大学） 渡邊正孝（東京

都神経科学総研） 

②2007年度第 2 回 総括班ワークショップ 

（2008/01/21 大阪大学） Shyam Sunder 

(Professor of Accounting, Economics and 

Finance Yale School of Management) 

③2008年度 第 1回 総括班ワークショップ 

（2008/07/09 大阪大学） 関江里香 （アバ

ディーン大学講師） 

④Workshop on Neuro Social Sciences 

（2009/02/23, 24 千里阪急ホテル） 

⑤2009年度 第 1回 総括班ワークショップ 

（2009/04/02 大阪大学） Nick Baigent 

(Graz University) 



 

 

⑥総括班理論と実験を考えるワークショップ

（2012/5/31  大阪大学） 

 

(７)ニュースレターの発行 

第 1号 （2008年 8月 6日） 

第 2号 （2009年 6月 22日） 

第 3号 （2009年 8月 11日） 

第 4号 （2009年 10月 19日） 

第 5号 （2011年 6月 17日） 

第 6号 （2011年 11月 25日） 

第 7号 （2012年 10月 5日） 

第 8号 （2012年 11月 30日） 

第 9号 （2013年 1月 31日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（７）出版 

西條辰義編, 『実験が切り開く 21 世紀の社会

科学』, 勁草書房，2014  

 

５．主な発表論文等 

（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に

は下線） 

 なし 

〔その他〕 

ホームページ等 

http://www.iser.osaka-u.ac.jp/expss21/i

ndex.html 
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